
　スワロフスキー・ジェムス
トーンズを取り扱うスワロフ
スキー社のグループ会社で
あるシグニティ・ジャパン㈱
（東京都港区、杉浦正芳社
長）と、工業用宝石部品など
を製造販売するアダマンド
並木精密宝石㈱（東京都足
立区、並木章二社長）の連
名で、「第3回合成ダイヤモ
ンドを考える会」が、4月5日、東京・秋
葉原にあるUDXカンファレンスで開催
され、200名以上の宝飾関係者が参
加した。

　冒頭、杉浦社長（＝写真上）はSWA-
ROVSKI Created Diamond（合成ダ
イヤモンド）を日本市場へ参入させる
べく準備を進めている段階で、多くの
業界関係者から「合成ダイヤモンドは
Dカラー、VVSで、1型しかできないん

じゃないの！？」と聞か
れ、多くの人が誤解して
いることを実感したと述
べた。そこで今回は「合
成ダイヤモンドは、“金
太郎飴”ではない」とい
うことなどを認識しても
らうために、各界から専

門家を招き勉強会を開催した。しっか
りした天然ダイヤモンドと合成ダイヤモ
ンドの位置づけや正しい知識を学び、
最終消費者に説明していってもらいた
いとの趣旨説明を行った。
　続けて、2020年にはミレニアル世代
における世界経済のマーケットは100
兆円になると言われている。日本におい
ては人口の23％に当たる。この世代は
ダイヤモンドやジュエリーを買わない世
代だと言われており、Economy（節
約）・Ecology（環境）・Experience
（体験）の3Eが重要な消費行動となっ
ている。
　日本のブライダル店でも消費者と職
人が一緒にリングを製作する体験が需
要を捉えている。また、ティファニーにお
いては原産地表示を行うと公表してお
り、全世界はトレサビリティが重要視さ
れる方向に向かっている。ファッション

業界に至っても
ウールの原産
地や流通過程
をQRコードで
わかるような仕
組みをはじめた

企業もあり、エシカル消費需要を捉え
ることも重要となってきている。
　ミレニアル世代だけが顧客ではない
のは承知しているが、そこに対して正し
い知識を得て正しく説明していけば、
合成ダイヤモンドは売れるのではない
かと考えている。また、合成ダイヤモン
ドが厳しいジュエリー産業の救世主に
なれるかは、皆様の考え方次第である
かも知れない。我々は、天然ダイヤモン
ドと共存共栄できる方法を取り入れ、
いろいろな観点から合成ダイ
ヤモンドを提供していく準備
を進めている。スワロフスキー
の天然石は高いと思われて
いるが、それには理由があり、
すべての鉱山（原産地）を公
開できるプロセスを踏んでい
るので他よりも高くなってしま
うことなども加えてから、勉強
会に入った。
　勉強会では、鑑別機関の視点から
中央宝石研究所の北脇裕士氏が「宝
飾用合成ダイヤモンドについて」をテー
マにし、インドにおけるCVDダイヤモン
ドの現状をDiamond Elementの
Jayam Sonani氏が説明、アダマンド
並木精密宝石の小山浩司氏が「合成
／天然ダイヤモンド関連技術と特許の
俯瞰」について説明した。
　そして最後に、シャネルジャパンの中
川保孝氏が「ラグジュアリー製品&ブラ
ンディング」をテーマに講演し、“セラ
ミック”がいかに世の中に受け入れられ

たかなどを、マーケティングや
コマーシャルを続ける大切さ
を、販売（店・人・夢）、製造＝
安定などをキーワードに説明
した。また、個人的な見解と前
置きしてから、「合成に夢はな
い」「一番まずいのは混入」、
売るならば「みんなが認識し
受け入れられるネーミングが
必要」などと話し、そして大手
グループ（時計）は取り扱いの
検討に入っているとジャーナリ
ストから聞いたと付け加えた。

　なお、会場後方ではSwarovsk i 
Created Diamondをはじめ、アダマ
ンド並木精密宝石が製造した合成ダ
イヤモンド（カラー石を含む）、Light-
box Jewelryのサンプルを手に取って
見ることができた。Swarovski Cre-
ated Diamondコレクションは夏頃ま
でに発表される予定となっている。

＊講演者は全員、スワロフスキーや合成
ダイヤモンドのPRを行っているのではな
く、正しい認識や正しい情報、考え方など
を関係者に伝えるために善意で登壇して
いる。
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　中小零細眼
鏡店の集合体
であるMORE
「快適眼鏡研
究会」（加盟：
全国31店舗
／ 運 営：㈲
ojim）が、YouTubeにMORETUBE
チャンネルを開設。眼鏡関連の良質な
コンテンツの、生活者への提供を開始
した。
　MOREの考えは、日本の眼鏡市場
の約8割を大手量販店が占めている。
大手はファッション性と低価格化に活
路を見出し、極力手間暇をかけずに一
本の眼鏡を仕立て、消費者からのニー
ズに従い会社を改革。そういった状態
では多くの眼鏡装用者は本当の意味
で良質な眼鏡を知らず、どこで作っても
眼鏡のクオリティーは変わらないと疑
いもせずに信じている。このままでは本
物志向の受け皿ともいえる業態が皆
無になってしまい、そしてメーカーがい
くら良質なフレームやレンズを開発して
もそれを知らせる術もなく、結果として
眼鏡市場は量販に終始してしまい、今
その傾向は拍車が掛かっている。
　その現状は、日本国民の健康にとっ
てマイナスに働き、国益を損ねている
とも考えている。例えば眼精疲労で

あったり、PC
作業の非効率
化等、これら
のマイナス要
素を払拭する
必要があり、
MOREの取り

組みは賢明なる顧客を育むという点に
フォーカス。今回のMORETUBEチャ
ンネルの開設も、その方針に則り生活
者に新たな価値観を提案するものとし
ている。
　そして、眼鏡商品の特質を、眼鏡は
店頭に並んでいる状態では半製品。そ
の眼鏡を掛けても視力は勿論改善し
ない。検査して度数を決定し、レンズと
フレームを選び、顔に合わせてフィッテ
ング、レンズをしっかり枠入れし加工す
ることで初めて眼鏡は製品化する。
　一人前の眼鏡職人を育てるために
は、様々な工程があり、それらを全て習
得するためには膨大な時間がかかるこ
とが分かる。「中小零細眼鏡店で買っ
たって高いだけ」と言われることが多々
ある。もしも一緒だと仰る人にはこう質
問します、「回転寿司と一流職人が
握った寿司は一緒ですか」と。私たち
MOREは一流の職人を目指す眼鏡店
が集まり切磋琢磨し技を競い合ってい
る、としている。

　札幌・仙台・東京・新潟・甲府・名古
屋・大阪・広島・福岡の9会場で3月6日
に開催された
「 ジュエリー
コーディネー
ター第38回3級
試験」の受験者
数は、申込み

971人、受験者788人で、出席率は
81.2％。前年は86.9％だった。なお、
合格発表は4月19日を予定している。
また、次回の検定試験は8月7日を予
定。申込期間は5月1日～6月19日（法
人締切は6月14日）となっている。

シグニティ・ジャパン

次回試験日は8月7日

JC3級試験に788人受験
出席率は81.2％

一流の職人を目指す眼鏡店が集まり
切磋琢磨して技を競い合う
MOREが眼鏡関連の「困った」を解決
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アダマンド並木精密宝石の合成ダイヤモンド
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　今世紀中に発掘された世界最大級のダイヤモンド原石上位20石の大半にカットとポリッシュを施し、数多くの大粒
かつ極上のダイヤモンドを世に送り出している宝石商「グラフ」が、歴史的ダイヤモンド原石「ザ レセディ ラ ロナ」
（1,109カラット）から、302.37カラットを誇る「ザグラフレセディラロナ」を誕生させたと発表した。詳細は次号。

史上最大かつ最高位のカラーとクラリティーを誇る
スクエアエメラルドカットダイヤモンド「ザ グラフレセディラロナ」が誕生
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